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平
成
二
十
六
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ 

大
潟
村
消
防
団
全
国
大
会
に
出
場 

第
五
一
回

第
五
一
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
一
回

第
五
一
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
一
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

平
成
二
十
六
年
秋
の
火
災
予
防
運
動 

　
　
一
一
月
二
日（
日
）〜
一
一
月
八
日（
土
） 

　
第
五
一
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
九

月
四
日
（
木
）
、
秋
田
県
消
防
学
校
放
水

訓
練
場
（
由
利
本
荘
市
岩
城
）
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
仙
北
市
消
防
団 

佐
々
木
久
悦
団
長
の

総
指
揮
に
よ
り
選
手
が
入
場
、
引
き
続
き

開
会
式
が
行
わ
れ
、
前
年
度
の
優
勝
団
か

ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、
堀
井
啓
一 

秋
田
県
副
知
事
並
び
に
中
田
潤 

秋
田
県

消
防
協
会
長
が
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
多
数
の
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、

秋
田
県
議
会
総
務
企
画
委
員
長 

加
藤
鉱

一
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
中
村
基 

秋
田
県
消
防
学
校
長
か
ら
審

査
長
指
示
が
あ
り
、
昨
年
度
総
合
優
勝
の

能
代
市
山
本
郡
支
部
三
種
町
消
防
団 

工

藤
仁
徳
部
長
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
内
九
支
部
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
九
分
団
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
七
分
団
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。 

　
今
大
会

は
、
一
一

月 

八 

日

(

土) 

東
京

都
で
開
催

さ
れ
る
、

第
二
四
回

全
国
消
防

操
法
大
会

の
出
場
予

選
も
兼
ね

て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま

で
本
県
代

表
と
し
て

全
国
大
会

に
出
場
し
た
団
は
、
平
成
八
年
と
一
六
年

の
優
勝
二
回
を
含
め
て
、
い
ず
れ
も
優
良

賞
以
上
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
年
の
大
会
か
ら
、
新
た
に
チ

ー
ム
表
彰
に
加
え
て
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
消
防
団
員
を
「
優
秀
選
手
賞
」
と
し

て
表
彰
し
ま
し
た
。 

　
競
技
の
結
果
は
別
記
の
と
お
り
で
す
が
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
大
潟
村

消
防
団
第
三
分
団
に
は
全
国
大
会
で
の
健

闘
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 
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第51回秋田県消防操法大会成績表 

【小型ポンプ操法の部】 

 

 優　勝 美郷町消防団第２分団 41.62  88.5 

 第２位 小坂町消防団第４分団 43.94  81.0 

 第３位 三種町消防団山本支団第４分団 44.95  80.5 

 優秀賞 にかほ市消防団第３分団 44.82  77.5 

  横手市山内消防団第１分団 44.34  69.5 

  大潟村消防団第１分団 42.66  69.0 

  東成瀬村消防団第１分団 46.64  68.5 

  秋田市消防団四ツ小屋分団 44.94  67.5 

  大館市消防団田代第４分団 47.66  61.5 

【ポンプ車操法の部】 

 

 

 優　勝 大潟村消防団第３分団 53.25  63.52  173.0  

 第２位 横手市十文字消防団第３分団 52.31  63.92  171.0  

 第３位 三種町消防団琴丘支団第１分団 52.09  64.50  170.5  

 優秀賞 鹿角市消防団第５分団 56.78  65.79  169.5  

  大館市消防団比内第１分団 53.61  69.05  160.5  

  秋田市消防団城東分団 58.55  71.24  149.5  

  にかほ市消防団第３分団 61.66  65.68  144.5  

タイム （秒） 消　防　団　名 順　位 

消　防　団　名 順　位 

総得点 （点） 

タイム （秒） 

第１線 第２線 
総得点 
（点） 

競
技
審
査
の
講
評 

美郷町消防団  第２分団 

大潟村消防団  第３分団 

能代市山本郡支部 

優秀選手の皆さん 

　
各
出
場
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
支
部
代
表
と

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、
今
大

会
の
審
査
班
長
（
後
藤
洋
明 

秋
田
県
消

防
学
校
教
務
班
長
）
か
ら
審
査
を
通
じ
て

感
じ
た
事
項
や
印
象
な
ど
を
伺
い
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。 

■
総
合 

　
今
年
は
全
国
大
会
が
あ
る
た
め
か
、
全

体
的
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
感
じ
ら
れ
た
。 

　
し
か
し
、
注
水
姿
勢
や
結
合
な
ど
の
基

本
動
作
が
雑
な
印
象
を
受
け
た
。 

　
な
お
審
査
員
が
コ
ー
ス
両
側
か
ら
審
査

す
る
全
国
大
会
同
等
の
審
査
要
領
を
試
み

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
年
々
熟
練
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
半
数

近
い
隊
で
規
定
外
圧
力
送
水
、
筒
先
側
の

ブ
レ
、
乱
雑
な
ホ
ー
ス
展
張
要
領
な
ど
、

改
善
課
題
は
多
い
と
思
う
。 

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
士
気
も
高
く
、

ホ
ー
ス
ラ
イ
ン

も
全
体
的
に
良

好
で
あ
っ
た
が
、

タ
イ
ム
に
関
係

の
な
い
動
作
が

緩
慢
な
隊
や
器

具
愛
護
に
欠
け

る
隊
も
見
受
け

ら
れ
た
。 

審査員の皆さん 

【優秀選手賞】 

 

 

 指揮者 

 

 １番員 

 

 ２番員 

 

 ３番員 

 

 ４番員 

 

小型ポンプ操法 
区　分 

ポンプ車操法 

消防団名 氏　　名 消防団名 氏　　名 

【総合の部】 

 優　勝　能代市山本郡支部（総得点　251.0点） 

齊藤　民寿 
 

清塚　淳一 
 
 
赤川　和也 
 
 
階　　充 

美郷町消防団 

第２分団 

大潟村消防団 

第１分団 

小坂町消防団 

第４分団 

美郷町消防団 

第２分団 

長田　　雅 
 

国井　　俊 
 
 
村上　直樹 
 
 
安保　崇司 
 
 

吉原　　忍 

大館市消防団 

比内第１分団 

秋田市消防団 

城東分団 

大潟村消防団 

第３分団 

鹿角市消防団 

第５分団 

大潟村消防団 

第３分団 
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◎
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法 

      

　
　
大
仙
市
女
性
消
防
隊 

 

　
平
成
二
七
年
度
に
開
催
さ
れ
る
、
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
が
決
定
し
て

い
る
大
仙
市
女
性
消
防
隊
の
軽
可
搬
ポ
ン

プ
操
法
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
披
露
さ

れ
ま
し
た
。 

　
指
揮
者
　
一
　
色
　
順
　
子 

　
一
番
員
　
畠
　
山
　
　
　
忍 

　
二
番
員
　
相
　
馬
　
静
　
華 

　
三
番
員
　
佐
　
藤
　
久
　
子 

　
四
番
員
　
鈴
　
木
　
美
也
子 

 

　
◎
二
線
操
法 

        

羽
後
町
消
防
団 

 

　
二
線
操
法
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
基

本
と
し
、
二
股
分
水
器
と
い
う
器
具
を
使

用
、
ホ
ー
ス
を
二
本
延
長
し
て
放
水
す
る

も
の
で
す
。 

　
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
お
り
、
町

の
大
会
で
、
一
つ
の
分
団
が
毎
年
持
ち
回

り
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
指
揮
者
　
班
長
　
高
　
橋
　
克
　
宗 

　
一
番
員
　
団
員
　
原
　
田
　
　
　
司 

　
二
番
員
　
団
員
　
武
　
田
　
隆
　
和 

　
三
番
員
　
団
員
　
高
　
橋
　
和
　
大 

　
四
番
員
　
団
員
　
三
　
橋
　
哲
　
也 

　
第
三
三
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
は
、

九
月
一
一
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
か
ら
日

本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京

都
港
区
虎
ノ
門
）
で
行
わ
れ
、
秋
本
敏
文

日
本
消
防
協
会
長
の
式
辞
に
続
き
、
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
高
市
早
苗
総
務
大

臣
ら
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
全
国
の
殉
職
者
数
は
、
新
た
に
合
祀
さ

れ
た
三
柱
を
加
え
五
、
六
八
二
柱
と
な
り

ま
し
た
。 

操
　
法
　
披
　
露 

安 倍 総 理 

ご遺族と草⦌副会長 鎮魂の歌（木遣り） 

御霊の奉納 

秋本日消会長 

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会 

　
殉
職
者
氏
名
　
　
　
遺

族

氏

名  

 

杉
　
渕
　
　
之
助 

 

冨
　
永
　
新
　
吉 

杉
　
渕
　
景
　
悦 

杉
　
渕
　
伊
代
子 

冨
　
永
　
有
　
人 

■
本
県
か
ら
出
席
し
た
ご
遺
族 

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭 
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秋
田
県
消
防
学
校
第
六
八
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
九
日(

金)

、
同
校

の
屋
内
訓
練
場
で
修
了
生
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
約
二
〇
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
七
八
名
の
修
了
生
は
、
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
、
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

修
了
式
は
、
最
初
に
中
村
学
校
長
が
修

了
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
、
ま
た

成
績
優
秀
者
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、

学
校
長
式
辞
、
副
知
事
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
と
続
き
、
修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
、

最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
終
え
ま
し
た
。           

 

表
彰
状
授
与 

■
優
　
秀
　
賞(
八
名)  

　
秋
田
市
消
防
本
部
　
　
　
　
　
　
　

河
本
　
優
也 

　
秋
田
市
消
防
本
部
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤
　
裕
之 

　
秋
田
市
消
防
本
部
　
　
　
　
　
　
　

船
木
　
浩
太 

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部
　
　
　
　
　

小
松
　
真
文 

　
横
手
市
消
防
本
部
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
　
卓
磨 

　
五
城
目
町
消
防
本
部
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
　
駿 

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
　
　

小
川
　
稜
二 

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
　
　

澤
田
石
貴
彦 

■
功
　
労
　
章(

五
名) 

　
秋
田
市
消
防
本
部
　
　
　
　
　
　
　

松
嶋
　
宏
知 

　
大
館
市
消
防
本
部
　
　
　
　
　
　
　

花
田
　
　
望 

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部
　
　
　
　
　 

堀
　
　
幸
助 

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
　
　

鈴
木
　
芳
也 

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
　
　

橋
　
克
成 

 

学
校
長
式
辞 
 

秋
田
県
消
防
学
校 

学
校
長 

　 

中
村
　
　
基 

 

　
皆
さ
ん
は
、
来
週
か
ら
各
消
防
本
部
に

戻
り
、
第
一
線
で
の
消
防
業
務
に
就
き
ま

す
。
現
場
に
お
い
て
は
、
真
っ
正
面
か
ら

立
ち
向
か
い
、
心
は
「
県
民
の
命
、
財
産

を
守
る
」
と
い
う
熱
き
魂
で
、
頭
は
ク
ー

ル
に
冷
静
な
目
で
事
態
を
見
極
め
、
果
敢

に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
自
ら
選
択
し
た

消
防
人
生
で
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
夢
を

持
ち
続
け
、
信
念
を
貫
き
、
勇
気
を
持
っ

て
職
責
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
各

消
防
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
の
若
い
力
と
熱

い
思
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
以
上
に
県
民
が
皆
さ
ん
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の

半
年
間
の
努

力
に
、
深
く

敬
意
を
表
し

ま
す
。
ど
う

か
、
健
康
や

事
故
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も

ご
留
意
さ
れ

楽
し
く
充
実

し
た
消
防
人

生
を
歩
ん
で

く
だ
さ
い
。 

  

 

秋 田 県 
消防学校 
秋 田 県 
消防学校 

初
任
教
育
第
六
八
期
修
了
式

初
任
教
育
第
六
八
期
修
了
式 

初
任
教
育
第
六
八
期
修
了
式 

七
八
名
修
了

七
八
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 
七
八
名
修
了

七
八
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 
七
八
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 

大
館
市
消
防
本
部 

消
防
士 

　 

花
田
　
　
望 

修
了
生
答
辞 

　
春
、
夏
、
秋
と
季
節
も
移
り
変
わ
り
、

い
よ
い
よ
こ
の
消
防
学
校
を
巣
立
ち
現
場

で
活
躍
す
る
と
き
が
き
ま
し
た
。 

　
近
年
で
は
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る

大
雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る

悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
護

し
水
火
災
又
は
地
震
等
の
災
害
に
よ
る
被

害
を
軽
減
す
る
ほ
か
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
た
い
と
い
う
初
心
と
使
命
感
を

忘
れ
ず
消
防

業
務
に
尽
力

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
半

年
間
、
こ
の

消
防
学
校
で

培
っ
た
こ
と

を
胸
に
、
各

地
域
そ
し
て

秋
田
県
消
防

の
更
な
る
発

展
に
資
す
る

こ
と
を
誓
い
、

答
辞
と
い
た

し
ま
す
。 

№728（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年10月15日（毎月１回15日発行）（４）



秋
田
市
消
防
本
部
　
船
木
　
浩
太 

　
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
私
の
消
防
人
生
。

中
身
の
濃
い
半
年
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い

た
。
最
高
の
思
い
出
に
な
る
と
思
う
。
し

か
し
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
あ

る
。
初
任
科
教
育
で
出
会
っ
た
仲
間
と
修

得
し
た
知
識
、
技
術
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
み
、
こ
れ
か
ら
の

消
防
人
生
を
全
う
し
た
い
。 

大
館
市
消
防
本
部
　
千
葉
　
　
優 

　
毎
日
が
内
容
の
濃
い
半
年
間
で
、
長
い

よ
う
で
短
か
っ
た
消
防
学
校
生
活
は
自
分

に
と
っ
て
最
高
の
経
験
に
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
所
属
に
帰
っ
て
も
今
以
上
の
訓
練
と

経
験
を
積
み
重
ね
、
一
日
で
も
早
く
一
人

前
の
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
日
々
鍛
え
続

け
て
い
く
。 

北
秋
田
市
消
防
本
部
　
長
野
　
真
也 

　
四
月
、
消
防
学
校
に
入
校
し
た
時
は
九

月
ま
で
は
長
い
な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
も
う
九

月
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
嬉
し
か
っ
た
こ

と
、
ま
た
悲
し
か
っ
た
こ
と
も
色
々
あ
っ

た
が
、
こ
う
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
両
親
を
は
じ
め
、
友
達
、
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
教
官
、
そ
し
て
六
八

期
の
仲
間
が
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。
こ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。 

由
利
本
荘
市
消
防
本
部
　
渡
部
　
　
命 

　
社
会
人
と
し
て
の
経
験
が
全
く
な
か
っ

た
私
に
は
、
志
も
な
く
不
安
と
緊
張
の
中

で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
仲
間
、
教
官

方
の
お
陰
で
大
き
く
成
長
で
き
た
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
誰
か
の
役
に
立
て
る
消
防
士
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。 

に
か
ほ
市
消
防
本
部
　
須
田
　
雄
也 

　
こ
の
半
年
間
で
厳
し
く
指
導
さ
れ
、
私

は
自
分
の
気
持
ち
の
弱
さ
を
知
っ
た
。
支

え
て
く
れ
た
仲
間
や
部
屋
の
メ
ン
バ
ー
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
所
属
に
帰
っ
て
も
何
事
に
も
諦

め
ず
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。 

横
手
市
消
防
本
部
　
柿
崎
　
知
磨 

　
消
防
士
一
年
目
と
し
て
、
社
会
人
一
年

目
と
し
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
沢
山
あ
り
、

土
台
を
し
っ
か
り
と
固
め
る
こ
と
が
出
来

た
半
年
間
だ
っ
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
優
し
い
消
防
士
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。 

五
城
目
町
消
防
本
部
　
伊
藤
　
　
駿 

　
こ
の
半
年
間
の
学
校
生
活
で
は
消
防
に

関
す
る
多
く
の
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
ま
た
共
同
生
活
を
通
じ
て
人
間

的
に
も
成
長
で
き
た
。
と
て
も
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
せ
た
と
思
う
。 

鹿
角
広
域
消
防
本
部
　
板
橋
健
太
郎 

　
半
年
間
の
初
任
科
教
育
で
は
教
官
方
か

ら
の
厳
し
い
指
導
の
下
で
仲
間
達
と
盛
り

上
げ
て
訓
練
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
教

官
方
、
六
八
期
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部
　
小
川
　
稜
二 

　
初
め
は
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
初

任
科
だ
っ
た
。
今
と
な
っ
て
は
卒
業
し
た

く
な
い
気
持
も
あ
る
が
、
卒
業
後
み
ん
な

に
一
人
前
の
消
防
士
に
な
っ
て
会
え
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。 

湖
東
地
区
消
防
本
部
　
加
賀
屋
恵
介 

　
六
八
期
の
同
期
と
の
仲
が
深
ま
っ
て
い

く
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
生
活
が
大
切
な
も

の
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
配
属
後
も

消
防
人
と
し
て
の
向
上
心
を
持
ち
、
訓
練

に
励
み
た
い
。 

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部
　
千
葉
　
将
太 

　
成
長
し
て
見
せ
る
と
意
気
込
ん
で
入
校

し
た
が
、
い
つ
も
周
囲
の
人
々
に
助
け
ら

れ
て
ば
か
り
だ
っ
た
。
教
官
な
ど
、
皆
さ

ん
に
怒
ら
れ
た
数
も
、
そ
れ
以
上
に
感
謝

し
た
数
は
、
数
え
切
れ
な
い
。
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
。 

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
　
藤
田
　
大
貴 

　
半
年
間
で
培
っ
た
消
防
精
神
は
、
一
生

の
糧
と
な
る
と
思
う
。
そ
し
て
何
よ
り
、

助
け
を
求
め
て
い
る
人
に
自
ら
手
を
差
し

伸
べ
ら
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
。 

初
任
教
育
第
六
八
期
修
了
式 

七
八
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 

七
八
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 

第68期 
初任教育 

秋
田
県
消
防
学
校 

半
年
間
を 

　
　
振
り
返
っ
て 
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横
田
　
定
和 

　
・
秋
田
市
消
防
団 

　
　
副
団
長 

　
・
勤
続
三
五
年 

　
・
自
営
業 

渡
辺
　
　
憲 

　
・
由
利
本
荘
市 

　
　
消
防
団
分
団
長 

　
・
勤
続
二
一
年  

　
・
会
社
員 

　
入
団
以
来
、
第
一
戦
で
活
動
。 

　
支
団
本
部
に
所
属
す
る
現
在
も
、
後

進
の
育
成
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

　
雄
和
地
区
を
統
括
す
る
副
団
長
で
、

災
害
時
は
方
面
隊
長
と
し
て
も
尽
力
。 

　
研
修
会
や
会
議
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。 

消

防

団

員 

意
見
発
表
会
(三)
 

第十回 
　「
三
四
年
前
」 

 

　
「
ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ
ー
」
集
会
所
に
一
本

の
電
話
。 

　
時
間
は
午
後
八
時
前
後
、
私
は
地
元
の

青
年
会
に
頼
ま
れ
て
、
す
ぐ
間
近
に
迫
っ

た
神
社
の
祭
り
に
青
年
会
の
若
い
者
が
あ

げ
る
酒
樽
と
餅
樽
に
ま
わ
す
、
し
め
縄
を

編
ん
で
お
り
ま
し
た
。 

　
電
話
を
と
っ
た
の
は
青
年
会
女
子
部
の

美
人
で
す
。
か
わ
い
ら
し
い
そ
の
容
姿
か

ら
は
想
像
も
で
き
な
い
秋
田
弁
が
飛
び
出

し
ま
し
た
。「
◯
◯
商
店
が
火
事
だ
ど
」「
何

し
た
ど
」
私
達
は
集
会
所
か
ら
一
斉
に
外

に
出
ま
し
た
。
見
る
と
南
の
空
が
も
の
す

ご
い
火
柱
で
真
っ
赤
、
私
達
は
し
ば
し
呆

然
と
し
て
お
り
ま
し
た
。 

　
「
ポ
ン
プ
持
っ
て
い
く
ど
」
誰
か
が
叫

び
、
ハ
ッ
と
我
に
返
り
ま
し
た
。
ポ
ン
プ

小
屋
は
集
会
所
の
す
ぐ
隣
で
し
た
の
で
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
上
げ
て
ポ
ン
プ
を
引
っ
張

り
出
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
は
台
車
に
乗
っ

た
ポ
ン
プ
で
し
た
の
で
、
引
っ
張
る
人
、

押
す
人
、
サ
イ
レ
ン
を
回
す
人
、
任
務
分

担
は
最
高
で
す
。 

　
サ
イ
レ
ン
を
回
す
人
は
夢
中
で
す
。「
ウ

ー
ウ
ー
ウ
ー
」
サ
イ
レ
ン
を
聞
い
て
町
内

の
人
達
が
外
に
出
て
来
ま
し
た
。
野
次
馬

で
町
内
は
大
変
で
し
た
。
私
は
チ
ラ
ッ
と

水
揚
げ
は
失
敗
で
き
な
い
と
萎
縮
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

　
ポ
ン
プ
は
旧
式
で
熟
練
が
必
要
で
す
、

ス
タ
ー
タ
ー
に
紐
を
巻
い
て
チ
ョ
ー
ク
を

引
い
て
一
回
目
は
あ
り
っ
た
け
、
二
回
目

は
チ
ョ
ー
ク
を
戻
し
て
乱
気
に
な
っ
て
引

っ
張
る
の
で
す
。
こ
れ
で
か
か
ら
な
け
れ

ば
、
ポ
ン
プ
は
コ
ツ
ケ
て
し
ま
う
骨
董
品

で
し
た
。
当
時
、
二
年
弱
の
私
に
は
と
て

も
と
て
も
始
動
で
き
る
ポ
ン
プ
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。 

　
現
場
に
着
く
と
、
怖
い
顔
し
た
大
ベ
テ

ラ
ン
の
先
輩
団
員
が
待
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、「
先
輩
、
お
願
い
し
ま
す
」「
定
和
、

お
め
の
町
内
の
ポ
ン
プ
持
っ
て
こ
い
」
と

言
い
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
火
事
場
を
前
に

し
て
若
者
は
ま
た
走
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
足
は
パ
ン
パ
ン
、
そ
れ
を
見
た
町

内
の
人
が
「
こ
の
軽
ト
ラ
使
え
」
と
貸
し

て
く
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
前
で
火
事
が
起

き
た
の
で
み
ん
な
親
切
で
す
。（
い
い
え
、

私
の
町
内
の
人
は
普
段
か
ら
親
切
で
す
）

ポ
ン
プ
小
屋
に
着
い
て
、
ま
ず
隣
の
家
に

行
っ
て
「
◯
◯
商
店
が
火
事
な
の
で
班
長

さ
ん
に
電
話
頼
む
、
そ
れ
か
ら
俺
さ
長
靴

か
し
て
け
れ
」
・
・
・
祭
り
の
前
で
す
。

ま
ん
ま
と
長
靴
借
り
て
、
ポ
ン
プ
小
屋
に

行
く
と
ポ
ン
プ
を
軽
ト
ラ
に
乗
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
「
物
忘
れ
る
の
で
こ
の
ま

ま
引
っ
張
っ
て
行
く
べ
」
と
一
キ
ロ
弱
を

猛
ダ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。 

　
現
場
近
く
の
水
路
に
着
い
た
ら
、
班
長

さ
ん
は
筒
先
を
背
負
い
ホ
ー
ス
を
延
ば
し

暗
闇
の
中
へ
、
私
は
台
車
を
水
平
に
し
て

吸
管
の
蛇
籠
を
水
路
に
入
れ
、
エ
ン
ジ
ン

始
動
で
す
。
私
の
町
内
の
ポ
ン
プ
は
当
時

最
新
式
で
セ
ル
付
き
で
す
。
と
は
言
い
な

が
ら
か
か
る
ま
で
は
不
安
で
す
。
「
何
と

か
か
か
っ
て
け
れ
」
一
発
で
し
た
！
真
空

も
オ
ー
ケ
ー
！
し
か
し
伝
令
が
な
か
な
か

来
ま
せ
ん
。
私
は
ジ
ラ
ッ
ト
し
て
全
開
で

送
っ
て
や
り
ま
し
た
。
「
ジ
ュ
ル
、
ジ
ュ

ル
、
ジ
ュ
ル
」
お
や
っ
！
今
度
は
水
路
の

水
が
切
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
三
四
年
経
っ

た
今
で
も
シ
ー
で
す
。 

　
火
の
勢
い
は
凄
い
も
の
で
し
た
。
商
品

が
爆
発
し
、
そ
の
度
に
も
の
凄
い
火
柱
が

上
が
り
、
辺
り
が
明
る
く
な
る
く
ら
い
で

す
。
延
焼
を
く
い
止
め
る
の
が
や
っ
と
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
鎮
火
後
も
夜
を
徹
し
て

警
戒
、
や
が
て
朝
に
な
っ
て
全
容
が
見
え

て
来
た
と
き
は
、
と
て
も
む
な
し
い
思
い

で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

　
日
中
、
後
片
付
け
を
し
て
い
た
時
「
隣

の
家
か
ら
又
煙
が
出
て
き
た
」
と
連
絡
が

入
り
行
っ
て
み
る
と
、
火
は
ま
た
燃
え
上

が
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
ト
ビ
口
で
ト

タ
ン
を
剥
が
し
火
種
を
た
た
き
ま
し
た
。 

　
私
が
今
日
な
ぜ
こ
の
昔
の
火
事
の
話
を

し
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
こ
の
火
災
は
昭

和
五
六
年
六
月
二
五
日
に
発
生
し
、
二
戸

焼
失
し
た
火
災
で
す
。
二
六
日
は
秋
田
空

港
の
開
港
記
念
日
、
二
七
日
は
神
社
の
宵

宮
、
二
八
日
、
六
月
二
八
日
、
今
日
は
神

社
の
本
宮
祭
り
な
の
で
す
。
こ
の
祭
り
好

き
の
私
が
相
変
わ
ら
ず
、
消
防
で
忙
し
く

し
て
い
る
の
を
皆
さ
ん
に
分
か
っ
て
も
ら

い
た
か
っ
た
の
で
す
。 

           

　﹁
や
り
た
い
こ
と
・
や
れ
る

　
　
　
こ
と
・
や
る
べ
き
こ
と
﹂

 

　
　
私
が
消
防
団
に
入
っ
た
の
は
二
六
歳

の
時
で
、
数
年
前
か
ら
誘
わ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
仕
事
が
秋
田
市
と
い
う
こ
と
で
、

や
ん
わ
り
と
お
断
り
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
れ
が
二
五
歳
の
お
祭
り
の
準
備
や
練
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習
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。
私
の
地
元
、

矢
島
町
に
は
「
八
朔
祭
り
」
と
い
う
お
祭

り
が
あ
り
、
私
が
所
属
し
て
い
る
町
内
は
、

そ
の
中
で
も
伝
統
の
あ
る
町
内
で
、
歌
舞

伎
の
化
粧
を
し
て
踊
り
な
が
ら
練
り
歩
く

姿
は
、
見
物
客
の
注
目
の
的
に
な
り
ま
す
。 

そ
ん
な
所
で
育
っ
た
私
は
、
物
心
つ
い
た

頃
か
ら
お
祭
り
が
大
好
き
で
、
何
を
お
い

て
も
お
祭
り
に
は
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
頃
も
仕
事
は
秋
田
市
で
、
そ
ろ
そ
ろ

ア
パ
ー
ト
を
借
り
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た

時
期
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
話
な
が
ら
作
業

を
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
時
、
あ
る
先
輩
が
「
憲
ち
ゃ
ん
、

消
防
さ
も
入
っ
て
み
ね
が
？
」
と
ま
た
お

誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
い
や
ー
、

矢
島
さ
い
ね
が
も
し
え
ね
が
ら
、
ち
ょ
っ

と
厳
し
い
ん
で
ね
す
か
？
」
「
な
ん
も
、

矢
島
さ
住
所
あ
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
、
取

り
敢
え
ず
、
入
っ
て
み
れ
っ
て
」
「
そ
れ

で
い
い
ん
だ
す
か
？
火
事
あ
っ
て
も
な
か

な
か
来
れ
ね
す
で
」
「
な
ん
も
、
来
れ
る

時
に
来
て
け
れ
ば
い
い
っ
て
」「
・
・
・
」

返
答
に
困
っ
て
い
た
私
に
、「
憲
ち
ゃ
ん
、

憲
ち
ゃ
ん
お
祭
り
好
き
だ
ろ
？
お
祭
り
や

る
た
め
に
は
、
町
を
守
ら
ね
ば
ね
ん
だ
で
！

町
が
平
和
で
ね
ば
、
お
祭
り
し
て
ら
え
ね

が
ろ
？
こ
の
町
さ
住
ん
で
る
人
は
、
み
ん

な
お
祭
り
さ
参
加
す
る
権
利
あ
る
ど
も
、

守
る
義
務
も
あ
る
ん
だ
で
！
」
そ
う
言
わ

れ
た
私
は
、
断
る
理
由
が
無
く
な
り
ま
し

た
。
当
時
と
し
て
は
、
お
祭
り
を
や
る
た

め
に
！
そ
れ
が
最
大
唯
一
の
理
由
で
し
た
。 

　
そ
の
次
の
年
、
私
は
消
防
団
に
入
り
ま

し
た
。
お
祭
り
で
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
町

内
で
す
が
、
消
防
は
い
つ
も
最
下
位
の
ほ

う
で
し
た
。
最
初
の
年
か
ら
操
法
の
選
手

を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
練
習
も
朝
に
一

回
だ
け
で
、
水
を
揚
げ
た
の
も
、
大
会
前

日
の
一
回
だ
け
で
し
た
。
だ
か
ら
自
分
よ

り
若
い
人
達
に
同
じ
よ
う
に
声
を
か
け
、

消
防
団
で
も
自
慢
で
き
る
こ
と
が
あ
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
も
伝
え
、
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
と
教
え
て
い
く
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
我
が
分
団
に
転
機
が
訪
れ
ま
し

た
。
分
団
統
合
で
す
。
大
会
で
よ
く
優
勝

す
る
強
豪
分
団
と
一
緒
に
な
り
、
消
防
に

対
す
る
考
え
方
が
、
が
ら
り
と
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
正
し
い
知
識
と
操
作
、
統

制
を
も
っ

て
現
場
で

活
動
し
な

い
と
い
け

な
い
！
そ

の
た
め
の

訓
練
、
大

会
な
の
だ

と
・
・
・
。

そ
れ
を
今

度
は
、
自

分
が
教
え

て
い
か
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
、

団
員
達
が

安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
組
織
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
分
団

引
退
後
に
本
部
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
再

入
団
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
ど

う
や
っ
て
何
を
伝
え
て
い
く
か
？
ど
う
や

っ
て
指
導
し
て
い
く
か
？ 

　
去
年
私
は
初
め
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
周
り
か
ら
は
「
憲

さ
ん
、
あ
そ
こ
は
一
年
中
お
祭
り
の
ど
ご

だ
す
で
！
お
祭
り
好
き
の
憲
さ
ん
さ
ピ
ッ

タ
リ
の
ど
ご
だ
が
ら
、
楽
し
ん
で
来
て
下

さ
い
。
」
そ
う
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
実

際
、
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
所
で
し
た
。 

パ
レ
ー
ド
な
ん
か
、
見
て
る
人
も
や
っ
て

い
る
人
も
楽
し
く
嬉
し
そ
う
に
し
て
て
、

自
分
の
と
こ
ろ
の
お
祭
り
と
ダ
ブ
っ
て
し

ま
い
、
最
高
に
感
激
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
と
同
時
に
、
今
こ
こ
で
地
震
と
か

の
災
害
が
あ
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
と
考
え
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
勿

論
ラ
ン
ド
内
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
る

で
し
ょ
う
か
ら
、
勝
手
に
は
動
け
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な

ん
だ
？
人
に
頼
め
る
こ
と
は
何
だ
と
？
周

囲
を
見
回
す
と
、
車
椅
子
の
人
が
い
た
り
、

子
ど
も
を
何
人
か
見
て
る
お
母
さ
ん
が
い

た
り
、
避
難
す
る
の
に
難
儀
し
そ
う
な
人

が
何
人
か
い
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
直

ぐ
に
、
家
族
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
困
っ
て
い
る
人
を
補
助
し
た
り
協
力 

で
き
る
心
の
準
備
を
し
て
お
く
べ
き
だ
な

あ
と
思
う
と
と
も
に
、
自
分
も
消
防
人
に

な
っ
た
な
、
と
密
か
に
ニ
ヤ
リ
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

　
お
祭
り
も
夢
の
国
も
、
楽
し
い
こ
と
は

み
ん
な
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
何
が
で
き
て
何
が
で
き
な
い
か
？
何

が
必
要
で
何
が
足
り
な
い
か
？
考
え
る
こ

と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
い
ざ
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
時
、

実
行
で
き
る
知
識
や
技
量
は
あ
る
の
か
？

我
々
消
防
人
は
、
そ
の
知
識
や
技
量
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
立
場
に
い
ま
す
。
我
々
消

防
人
は
、
そ
の
知
識
や
技
量
で
生
命
財
産

を
守
る
べ
き
立
場
に
い
ま
す
。
私
は
お
祭

り
の
楽
し
さ
や
楽
し
み
方
を
ず
っ
と
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お

祭
り
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
地
域
に
人

が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
人

達
や
家
族
や
地
域
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
更
に
大
き
く
言
え
ば
、
由
利
本

荘
市
が
、
秋
田
県
が
、
日
本
が
平
和
で
安 

心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
消
防
団
活
動
を
通
じ
て
、
団
員
そ

れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い
こ
と
、
や
れ
る
こ
と
、

や
る
べ
き
こ
と
を
認
識
し
実
行
し
て
い
け

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自

分
自
身
も
見
本
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
私
を
消
防
団
に
誘
っ
て
く
れ

た
先
輩
方
、
一
緒
に
消
防
団
活
動
を
し
て

き
た
仲
間
達
、
こ
こ
に
ご
参
会
の
消
防
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
て
終
わ
り

に
し
ま
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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「
女
性
消
防
団
員
が
目
指
す 

　
　
　
　
　
も
の
を
探
し
て
」 

　
八
月
二
日
、
潟
上
市
消
防
団
は
大
仙
市

消
防
団
と
女
性
消
防
団
員
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

　
現
在
、
潟
上
市
消
防
団
の
女
性
団
員
は

一
九
名
お
り
ま
す
が
、
実
践
的
な
活
動
が

出
来
て
い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
先
進
的

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
大
仙
市
女
性
消
防

団
員
の
日
々
の
活
動
を
学
ぶ
こ
と
、
ま
た
、

懇
親
会
を
開
く
こ
と
で
、
団
員
間
の
絆

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
両
消
防
団

が
県
内
で
は
初
め
て
？
実
施
し
た
も
の

で
す
。 

　
特
に
、
大
仙
市
の
女
性
消
防
団
員
は
「
軽

可
搬
ポ
ン
プ
操
法
」に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

操
法
の
映
像

を
観
な
が
ら

「
家
族
の
協

力
は
？
」「
良

か
っ
た
こ
と

は
？
」
な
ど

の
意
見
交
換

の
中
で
も
、

和
気
あ
い
あ

い
に
楽
し
く

有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　
近
年
、 

全
国
的
に

消
防
団
員

が
減
少
し

て
い
る
中

で
、
女
性

消
防
団
員

は
増
加
し

て
お
り
、 

広
報
活
動

や
防
火
指

導
、
防
火
訪
問
な
ど
の
き
め
細
か
な
消
防

活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
潟
上
市
消
防
団
も
女
性
団
員
を
増
や
し

つ
つ
、
今
後
、
よ
り
実
践
的
な
活
動
を
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

　
県
内
の
女
性
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、ど
ん

ど
ん
各
市

町
村
の
女

性
消
防
団

員
と
交
流

し
て
「
秋

田
県
の
女

性
消
防
団

員
の
絆
は

全
国
一
番
」

と
な
る
よ

う
一
緒
に

活
動
し
て

い
き
ま
し

ょ
う
。 
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